
 

※令和３年度以前入学生用 

大阪府立淀商業高等学校 福祉ボランティア科３年生（令和４年度） 

 

 

教科 福祉 科目 社会福祉基礎 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「社会福祉基礎」 （実教出版） 

副教材等 
「見て覚える介護福祉士国試ナビ」（中央法規） 

「介護福祉士重要過去問 完全マスター問題集」（ナツメ社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

超高齢社会を迎えて、私たちの日常生活に関わる福祉的な諸問題について考え、社会福祉の意

義や役割について理解を深めていきます。３年生では、主に生活を支える社会保障制度について

学ぶことで、介護福祉士として必要な専門的な介護技術、知識を身に付けます。 

①日常生活の福祉的な問題に興味や関心を持って授業に取り組み、グループワークや発表な 

ど、積極的に参加しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

③介護福祉士の合格をめざして主体的に家庭学習を行い、単に知識を身に付けるだけではな

く、実践的で体験的な学習活動で得た知識や技術を活用して、介護現場の状況に応じた判断

力と実践力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

社会福祉に関する基礎的な知識を習得させ、現代社会における社会福祉の意義や役割を理解さ

えるとともに、人間としての尊厳の認識を深め、社会福祉の向上を図る能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

社会福祉に関心を持

ち、福祉社会に向け

た課題に主体的に取

り組むとともに、幅

広い視野と福祉観や

社会福祉の向上を図

る実践的な態度を身

に付けている。 

社会福祉に関する諸

問題の解決に向けて

思考を深め、基礎的

な知識と技術をもと

に、福祉に携わる者

として適切に判断

し、表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

社会福祉に関する基

礎的な技術を身に付

け、福祉に関する諸

活動に対応すること

をめざしてその技術

を適切に活用してい

る。 

現代社会における

社会構造の変容や

特色について理解

し、社会福祉に関す

る基礎的な知識を

身に付けるととも

に、社会福祉の意義

や役割を理解して

いる。 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・グループワーク 

・ワークシート 

 

・定期考査 

・小テスト 

 

 

 

 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
２
編 

第
２
章 

日
本
に
お
け
る
社
会
福
祉 

第２編 社会福祉の歴史と福

祉社会の課題 

第２章 日本における社会福

祉 

１ 近代社会福祉の誕生・先

覚者の活躍 

２ 「地域福祉」の始まり 

３ 社会事業への着手 

４ 戦後の混乱期から福祉３

法体制の確立へ 

５ 高度経済成長時代と社会

福祉六法 

６ 福祉改革とゴールドプラン 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:社会福祉の歴史について興

味や関心を持ち、各制度が成立

した社会背景、理念について探

究しようとしている。 

b: 各制度が成立した社会背

景、理念について思考を深め判

断し、適切に表現している。 

c: 社会福祉の歴史や時代背景

に関する様々な資料や情報を

収集し、適切に活用している。 

d:日本における社会福祉の歴

史や社会的背景、理念を理解し

ている。 

・学習状況

の観察 

・グループ

ワーク 

・ワークシ

ート 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

第
３
編 

第
１
章 

生
活
を
支
え
る
社
会
福
祉
・社
会
保
障
制
度 

第３編 生活を支える社会福

祉・社会保障制度 

第１章 社会福祉・社会保障

制度の意義と役割 

１ 社会保障制度の意義と役

割 

２ 社会福祉と社会保障制度 

３ 社会福祉を推進する機関 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

a:私たちの生活を守る社会福

祉と社会保障制度について興

味や関心をもち、制度の意義と

役割について探究しようとし

ている。 

b:社会保障制度の時代の変化

による課題について思考を深

め、適切に表現している。 

c:社会保障制度の時代の変化

に関する様々な資料や情報を

収集し、適切に活用している。 

d:社会保障制度の意義と役割、

社会福祉を推進する国の行政

体制について理解している。 

第
３
編 

第
５
章 

生
活
支
援
の
た
め
の
公
的
扶
助 

第５章 生活支援のための公

的扶助 

１ 生活保護 

２ 生活保護の種類と基準 

３ 生活保護の実施運営体制

と最近の動向 

４ 生活資金の支援制度・ホ

ームレス自立支援 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

a:セイフティネットとしての

生活保護について興味や関心

を持ち、意義と役割について探

究しようとしている。 

b:今後、求められる生活保護制

度のあり方について思考を深

め、適切に表現している。 

c:生活保護制度の課題に関す

る様々な資料や情報を収集し、

適切に活用している。 

d:生活保護制度の目的、基本原

理、基本原則、実施運営体制に

ついて理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

第
３
編 

第
４
章 

高
齢
者
福
祉 

第４章 高齢者福祉 

１ 人口の高齢化と高齢者福

祉 

２ 高齢者の健康保持と社会

参加 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

a:少子高齢化に興味や関心を

持ち、人口の高齢化に伴って生

じる福祉的な課題について探

究しようとしている。 

b:少子高齢化に伴って生じる

福祉的な課題について思考を

深め、適切に表現している。 

c:高齢者の健康保持や社会参

加について様々な資料や情報

を収集し、適切に活用してい

る。 

d:高齢者の健康保持や社会参

加の促進に向けた様々な施策

について理解している。 

・学習状況

の観察 

・グループ

ワーク 

・ワークシ

ート 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

３ 介護保険制度（１） 

４ 介護保険制度（２） 

５ 高齢者の在宅サービス(1) 

６ 高齢者の在宅サービス(2) 

７ 認知症ケア 

８ 介護保険施設 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

a:介護保険制度について、興味

や関心を持ち、その意義と役割

について探究しようとしてい

る。 

b:利用者の心身状況や環境、ニ

ーズに応じた介護保険サービ

スを考察し、適切に提案するこ

とができる。 

c: 介護保険制度について様々

な資料や情報を収集し、適切に

活用している。 

d:介護が必要な高齢者の生活

を支える介護保険制度のしく

みやサービスの種類について

理解している。 

９ 老人福祉施設その他 

１０ 高齢者の地域生活を支

える各種サービス 

１１ 高齢者福祉の将来～地

域包括ケアの実現へ～ 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 a:地域包括ケアシステムにつ

いて興味や関心を持ち、その意

義と役割について探究しよう

としている。 

b:地域包括ケアの実現に向け

た地域社会のあり方について

考察し、提案することができ

る。 

c: 高齢者の生活を支える地域

福祉について様々な資料や情

報を収集し、適切に活用してい

る。 

d:介護保険制度以外の高齢者

の生活を支える様々な社会資

源について理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

第
３
編 

第
６
章 

生
活
を
支
え
る
社
会
福
祉
・社
会
保
障
制
度 

第６章 国民生活を支える社

会保障制度 

１ 日本の社会保障制度の枠

組み 

２ 健康保険・国民健康保険 

３ 高齢者医療制度等 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

a:私たちの安心した生活を支

える制度の一つである医療保

険制度に興味や関心を持ち、そ

の意義と役割を探究しようと

している。 

b:少子高齢化に伴って生じる

医療保険制度の課題について、

思考を深め、適切に表現してい

る。 

c: 医療保険制度の課題に関す

る様々な資料や情報を収集し、

適切に活用している。 

d:相互扶助の精神にもとづい

たわが国の医療保険制度のし

くみについて理解している。 

・学習状況

の観察 

・グループ

ワーク 

・ワークシ

ート 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

４ 公的年金制度の体系 

５ 公的年金の給付 

 

〇  

〇 

 

〇 

〇 a:私たちの老後の生活を支え

る公的年金制度について興味

や関心を持ち、その意義と役割

について探究しようとしてい

る。 

b: 少子高齢化に伴って生じる

公的年金制度の課題について、

思考を深め、適切に表現してい

る。 

c: 公的年金制度の課題に関す

る様々な資料や情報を収集し、

適切に活用している。 

d: 世代間の支え合いを基本と

する公的年金制度のしくみに

ついて理解している。 

６ 雇用保険と労災保険 

 

 

 

〇   〇 a:労働に関する雇用保険と労

働者災害補償保険について、興

味や関心を持ち、その意義と役

割について探究しようとして

いる。 

b:雇用保険と労働災害補償保

険の現状と課題について、思考

を深め、適切に表現している。 

c: 労働に関する課題について

様々な資料や情報を収集し、適

切に活用している。 

d:労働に関する雇用保険と労

働者災害補償保険のしくみに

ついて理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

第
３
編 

第
３
章 

障
が
い
者
福
祉 

第３章 障がい者福祉 

１ 障がい者福祉とは 

２ 身体障がい者の現状と課

題 

３ 身体障がい者福祉の推進 

４ 障がい者の生活支援 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

a:身体障がい者に関する福祉

サービスについて興味や関心

を持ち、その現状と課題を追求

しようとしている。 

b:身体障がい者の現状と課題

について、思考を深め、適切に

表現している。 

c: 身体障がいの福祉サービス

に関する課題について様々な

資料や情報を収集し、適切に活

用している。 

d:身体障がい者に関する福祉

サービスについて理解してい

る。 

・学習状況

の観察 

・グループ

ワーク 

・ワークシ

ート 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

５ 知的障がい者の現状と課

題 

６ 知的障がい者の在宅支援

と施設の役割 

７ 障がい者グループホーム 

８ 発達障がいをめぐる多様

な課題と支援 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

a:知的障がい者や発達障がい

者に関する福祉サービスにつ

いて興味や関心を持ち、その現

状と課題を追求しようとして

いる。 

b:知的障がい者や発達障がい

者の現状と課題について、思考

を深め、適切に表現している。 

c: 知的障がいの福祉サービス

に関する課題について様々な

資料や情報を収集し、適切に活

用している。 

d:知的障がい者や発達障がい

者に関する福祉サービスにつ

いて理解している。 

９ 精神保健と精神障がい者 

１０ 精神障がい者の支援－

長期入院から地域生活支援

へ 

１１ 障がい者福祉の今後 

 

〇  

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 a:精神障がい者に関する福祉

サービスについて興味や関心

を持ち、その現状と課題を追求

しようとしている。 

b:精神障がい者の現状と課題

について、思考を深め、適切に

表現している。 

c: 精神障がいの福祉サービス

に関する課題について様々な

資料や情報を収集し、適切に活

用している。 

d: 精神障がい者に関する福祉

サービスについて理解してい

る。 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

国
家
試
験
問
題 

社
会
の
理
解 

国家試験問題：社会の理解 

１ 生活と福祉 

２ 社会保障制度 

３ 介護保険制度 

４ 障がい者自立支援制度 

５ 介護実践に関連する諸制

度 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

a:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである社会の理

解について、興味や関心を持っ

て取り組んでいる。 

b:国家試験の事例問題につい

て、３年間学習してきた知識や

技能を使って思考を深め、適切

に表現している。 

c: 国家試験問題について過去

問題を収集・分析し、適切に活

用している。 

d:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである社会の理

解について、専門的な知識を理

解している。 

・学習状況

の観察 

・ワークシ

ート 

・定期考査 

・小テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

 

教科 
福祉 科目 こころとからだ

の理解 

単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 こころとからだの理解（実教出版） 

副教材等 
「見て覚える介護福祉士国試ナビ」（中央法規） 

「介護福祉士重要過去問 完全マスター問題集」（ナツメ社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

介護を実践する際に必要な「こころとからだのしくみ」について勉強をしていきます。３年生

では、特に高齢期の症状・疾患について特徴を学び、留意すべき点や保健医療職との連携につい

て理解を深めていき、介護福祉士として必要な専門性を身に付けます。 

①人間の「こころのしくみ」や「からだのしくみ」に興味や関心を持って授業に取り組み、グ

ループワークや発表など、積極的に参加しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

 ③介護福祉士の合格をめざして主体的に家庭学習を行い、単に知識を身に付けるだけではな

く、実践的で体験的な学習活動で得た知識や技術を活用して、介護現場の状況に応じた判断

力と実践力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

自立生活を支援するために必要なこころとからだの基礎的な知識を習得させ、介護実践に適切

に活用できる能力を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

人間の「こころのし

くみ」や「からだのし

くみ」について関心

をもち、介護を必要

としている人の気持

ちに寄り添った援助

ができるよう、主体

的に取り組むととも

に実践的な態度を身

に付けている｡ 

高齢者や障がい者な

どに多く見られる疾

病や機能低下が及ぼ

す日常生活での諸課

題の解決をめざして

思考を深め、基礎的

な知識と技術をもと

に、適切に判断し、表

現する創造的な能力

を身に付けている。 

介護を実践する際に

必要なこころとから

だについての基礎

的・基本的な技術を

身に付け、根拠にも

とづいてその技術を

適切に活用してい

る。 

人間の「こころのし

くみ」や「からだの

しくみ」に関する基

礎的・基本的な知識

を身に付け、高齢者

や障がい者の尊厳

を守る介護の基本

を理解している｡ 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・学習プリント 

・発表 

・定期考査 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・学習プリント 

・発表 

・実技演習 

・グループワーク 

・ワークシート 

・学習プリント 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシート 

・学習プリント 

・発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

  

第
３
編 

人
間
の
成
長
と
発
達
の
基
礎
的
理
解 

第２章 発達とは 

 １ 老年期の発達と成熟 

 ２ 加齢に伴う心身の変化と

特徴 

 ３ 加齢に伴う心身の変化と

日常生活への影響 

 ４ 高齢者の心理 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

a:高齢者の老化の特徴につい

て関心をもち、共感的な理解に

立って高齢者の心理を探究し

ようとしている。 

b:加齢に伴う心身の変化につ

いて思考を深め判断し、日常生

活における影響を適切に表現

している。 

c:加齢に伴う心身の変化と特

徴に関する様々な資料や情報

を収集し、適切に活用してい

る。 

d:エリクソンの心理学的発達

モデルやからだを守るための

恒常性を維持する４つの力に

ついて理解している。 

・ 学習状況

の観察 

・グループワ

ーク 

・ワークシー

ト 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

第３章 高齢者と健康 

 １ 高齢者の疾病と生活上

の留意点 

 ２ 保健・医療職との連携 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:高齢者の疾病について関心

をもち、その症状や特徴を探究

しようとしている。 

b:高齢者のからだの不調の訴

えについて思考を深め判断し、

その原因と特徴を適切に表現

している。 

c:保健と医療職との連携に関

する様々な資料や情報を収集

し、適切に活用している。 

d:高齢者の症状と疾病の特徴

について理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

第
５
編 

障
が
い
の
理
解 

第１章 障がいの基礎的理解 

 １ 障がいの概念 

 ２ 障がい者福祉の基本理

念 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

a:障がい者福祉について興味

をもち、よりよい支援方法を探

究しようとしている。 

b:障がい者福祉の基本理念に

ついて思考を深め判断し、適切

に表現している。 

c:障がいに関する様々な資料

や情報を収集し適切に活用し

ている。 

d:障がい者関係法規、ノーマラ

イゼーションやリハビリテー

ションの考え方、国際障害者年

の理念について理解している。 

２
学
期 

第
５
編 

障
が
い
の
理
解 

第２章 生活機能障がいの理

解 

１ 身体障がい 

 ①視覚障がい 

 ②聴覚障がい・言語障がい 

 ③肢体不自由 

 ④内部障がい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:身体障がいについて関心を

もち、より良い生活支援を行う

ために探究しようとしている。 

b:身体障がいにおける生活上

の困難について思考を深め判

断し、障がいに応じた支援方法

を適切に表現している。 

c:身体障がいの種類について

様々な資料や情報を収集し適

切に活用している。 

d:身体障がいの種類とその原

因や医学的な基礎知識につい

て理解している。 

・ 学習状況

の観察 

・グループワ

ーク 

・ワークシー

ト 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

２ 精神障がい 

３ 知的障がい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:精神障がいと知的障がいに

ついて関心をもち、より良い生

活支援を行うために探究しよ

うとしている。 

b:精神障がいと知的障がいに

おける生活上の困難について

思考を深め判断し、障がいに応

じた支援方法を適切に表現し

ている。 

c:精神障がいや知的障がいに

ついて様々な資料や情報を収

集し適切に活用している。 

d:精神障がいや知的障がいの

種類とその原因や医学的な基

礎知識について理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

 発達障がい 

５ 高次脳機能障がい 

６ 難病 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:発達障がい、高次脳機能障が

い、難病について関心をもち、

より良い生活支援を行うため

に探究しようとしている。 

b:発達障がい、高次脳機能障が

い、難病における生活上の困難

について思考を深め判断し、障

がいに応じた支援方法を適切

に表現している。 

c:発達障がい、高次脳機能障が

い、難病について様々な資料や

情報を収集し適切に活用して

いる。 

d:発達障がい、高次脳機能障が

いの種類や医学的な基礎知識

について理解している。 

第３章 障がいに伴う心身の

変化と日常生活 

 １ 障がいのある人の心理 

 ２ 障がいに伴う機能と変化

と日常生活への影響 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:障がいについて関心をもち、

共感的な理解のもと、障がいの

ある方に対するよりよい支援

方法について探求しようとし

ている。 

b:障がいを理解するために思

考を深め判断し、特徴的な行動

障がいと心理的要因について

適切に表現している。 

c:障がいの方の日常生活への

影響に関する様々な資料を収

集し、適切に活用している。 

d:障がいに関わる行動と心理

的症状について理解している。 

第４章 障がいと地域生活支

援 

１  地域におけるサポート

体制 

 ２  家族への支援 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:地域におけるサポート体制

について関心をもち、共感的な

理解のもと、家族のある方に対

するよりよい支援方法につい

て探求しようとしている。 

b:家族の気持ちを理解するた

めに思考を深め判断し、適切に

表現している。 

c:家族の支援として地域にお

けるサポート体制に関する

様々な資料を収集し、適切に活

用している。 

d:地域におけるサポート体制

について理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

第
２
編 

生
活
支
援
に
必
要
な
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
理
解 

第２章 生活に関するこころと

からだの特徴 

 １ 感染症に関するこころと

からだのしくみ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:感染症について関心をもち、

感染予防に向けた取り組みを

探究しようとしている。 

b:高齢者施設で発生しやすい

感染症について思考を深め判

断し、その予防策を適切に表現

している。 

c:介護職員が感染源にならな

い取り組みについて資料や情

報を収集し適切に活用してい

る。 

d:感染症に関する基礎知識や

スタンダード・プリコーション

について理解している。 

 ２ 終末期に関するこころと

からだのしくみ 

 

  

○ ○ ○ ○ a:生きることと死ぬことにつ

いて関心をもち、専門職として

終末期の関わり方を探究しよ

うとしている。 

b:終末期のケアについて思考

を深め、要介護者とその家族の

関わり方を適切に表現してい

る。 

c:終末期ケアについて資料や

情報を収集し適切に活用して

いる。 

d:死にゆく人の心理過程や死

後の身体的な変化について理

解している。 

３ 緊急時に関するこころと

からだのしくみ 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a:緊急時に関する対応方法に

ついて関心をもち、専門職とし

て必要な知識や態度を探究し

ようとしている。 

b:専門職として緊急時の対応

について思考を深め判断し、適

切に表現している。 

c:緊急時の対応について資料

や情報を収集し適切に活用し

ている。 

d:緊急時の心身の状態や緊急

時の対応方法について理解し

ている。 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

国
家
試
験
問
題 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み 

国家試験問題：こころとからだ

のしくみ 

１ こころのしくみの理解 

２ からだのしくみの理解 

３ 身じたくに関連したこころと

からだのしくみ 

４ 移動に関連したこころとか

らだのしくみ 

５ 食事に関連したこころとか

らだのしくみ 

６ 入浴、清潔保持に関連し

たこころとからだのしくみ 

７ 排泄に関連したこころとか

らだのしくみ 

８ 睡眠に関連したこころとか

らだのしくみ 

９ 死にゆく人のこころとから

だのしくみ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つであるこころと

からだのしくみについて、関心

を持って取り組んでいる。 

b:国家試験の事例問題につい

て、３年間学習してきた知識や

技能を使って思考を深め、適切

に表現している。 

c: 国家試験問題について過去

問題を収集・分析し、適切に活

用している。 

d:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つであるこころと

からだのしくみについて、専門

的な知識を理解している。 

・学習状況

の観察 

・ワークシ

ート 

・定期考査 

・小テスト 

国
家
試
験
問
題 

発
達
と
老
化
の
理
解 

国家試験問題：発達と老化の

理解 

１ 人間の成長と発達の基礎

的理解 

２ 老年期の発達と成熟 

３ 老化に伴うこころとからだ

の変化と日常生活 

４ 高齢者の健康 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである発達と老

化の理解について、関心を持っ

て取り組んでいる。 

b:国家試験の事例問題につい

て、３年間学習してきた知識や

技能を使って思考を深め、適切

に表現している。 

c: 国家試験問題について過去

問題を収集・分析し、適切に活

用している。 

d:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである発達と老

化の理解について、専門的な知

識を理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

教科 
福祉 科目 生活支援技術 

（分野：生活支援技術）  

単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「生活支援技術」 （実教出版） 

副教材等 
「見て覚える介護福祉士国試ナビ」（中央法規） 

「介護福祉士重要過去問 完全マスター問題集」（ナツメ社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

介護を必要とする人の自立した生活を支援するための安心・安全な介護技術を学び、施設実習

やボランティア活動を通じて実践力を高めていきます。３年生では、利用者一人ひとりの状態や

生活状況に応じた具体的な介護場面を想定した介護技術を学ぶことで、介護福祉士として必要な

実践的な介護技術と知識を育みます。 

①介護を必要とする人の生活場面に応じた介護技術の方法について興味や関心を持って授業

に取り組み、介護技術の演習やグループワークなど、積極的に参加しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

③介護福祉士の合格をめざして主体的に家庭学習を行い、単に知識を身に付けるだけではな

く、実践的で体験的な学習活動で得た知識や技術を活用して、介護現場の状況に応じた判断

力と実践力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解させ、基礎的な介護の知識と技術を習

得させるとともに、様々な介護場面において適切かつ安全に支援できる能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

介護を必要とする人

の生活場面に応じた

介護技術の方法につ

いて関心を持ち、介

護を必要としている

人の気持ちに寄り添

った援助ができるよ

う、主体的に取り組

むとともに実践的な

態度を身に付けてい

る｡ 

高齢者や障がい者な

ど介護を必要とする

人の生活における諸

問題の解決に向けて

思考を深め、基礎的

な知識と技術をもと

に、福祉に携わる者

として適切に判断

し、表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

介護を実践する際に

必要な尊厳の保持や

自立支援の観点に立

った基礎的・基本的

な技術を身に付け、

根拠にもとづいて安

全に支援できる技術

を適切に活用してい

る。 

介護を必要とする

人を生活の観点か

らとらえた基礎的・

基本的な知識を身

に付け、高齢者や障

がい者の尊厳保持

や自立支援による

適切かつ安全な介

護の基本を理解し

ている｡ 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・定期考査 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・実技演習 

・グループワーク 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシート 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

自
立
に
向
け
た
生
活
支
援
技
術 

第２編 自立に向けた生活支

援技術 

第９章 レクリエーションの支

援 

１ レクリエーションの意義と

目的 

２ レクリエーションにおける

介護技術 

３ 介護現場におけるレクリエ

ーションの実践 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:レクリエーションに興味や

関心を持ち、生きがいや自己実

現、ＱＯＬの向上につながるレ

クリエーションについて探究

しようとしている。 

b:利用者の状態や状況に応じ

たレクリエーションを考察し、

介護従事者として必要な対応

について表現することができ

る。 

c:班で１つのレクリエーショ

ンを考え、介護場面における介

護従事者としての支援方法を

身に付けている。 

d:レクリエーションの意義や

介護予防における留意点を理

解している。 

・ 学習状況

の観察 

・学習プリン

ト 

・ワークシー

ト 

・グループワ

ーク 

・実技演習 

・定期考査 
２
学
期 

終
末
期
・緊
急
時
の
介
護 

第３編 終末期・緊急時の介

護 

第１章 終末期の支援 

１ 終末期ケアの意義と介護

の役割 

２ 終末期における介護技術 

第２章 緊急時・災害時の支

援 

１ 緊急時における対応 

２ 災害時における安全対策 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:終末期や緊急時の介護に興

味や関心を持ち、その意義と介

護従事者としての役割につい

て探究しようとしている。 

b:終末期や緊急時の介護の在

り方について思考を深め、適切

に表現している。 

c:終末期や緊急時の介護に関

する基礎的な知識を踏まえ、最

期までその人らしく生きられ

るよう支援するための技術や

緊急事態における対応や応急

処置に関する技術を身に付け

ている。 

d:尊厳を保持した終末期の介

護や日常生活における事故の

予防、終末期や緊急時の介護の

在り方や対応について理解し

ている。 

・ 学習状況

の観察 

・ワークシー

ト 

・グループワ

ーク 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

国
家
試
験
問
題 

生
活
支
援
技
術 

国家試験問題：社会の理解 

１ 生活支援 

２ 自立に向けた居住環境の

整備 

３ 自立に向けた身じたくの介

護 

４ 自立に向けた移動の介護 

５ 自立に向けた食事の介護 

６ 自立に向けた入浴・清潔

保持の介護 

７ 自立に向けた排泄の介護 

８ 自立に向けた家事の介護 

９ 自立に向けた睡眠の介護 

１０ 終末期の介護 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである生活支援

技術について、興味や関心を持

って取り組んでいる。 

b:国家試験の事例問題につい

て、３年間学習してきた知識や

技能を使って思考を深め、適切

に表現している。 

c: 国家試験問題について過去

問題を収集し分析して、適切に

活用している。 

d:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである生活支援

技術について、専門的な知識を

理解している。 

・ 学習状況

の観察 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

教科 
福祉 科目 生活支援技術 

（分野：医療的ケア） 

単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 「生活支援技術」 （実教出版） 

副教材等 

「改訂介護職員等による喀痰吸引・経管栄養研修テキスト」（実教出版） 

「見て覚える介護福祉士国試ナビ」（中央法規） 

「介護福祉士重要過去問 完全マスター問題集」（ナツメ社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

医療的ケアを必要とする人の自立した生活を支援するための安心・安全な医療的ケアを学びま

す。３年生では、演習や実技テスト、筆記テストなどを通じて、医療的ケアを必要とする利用者

に対して安全で的確な喀痰吸引、経管栄養など介護福祉士として必要な専門的な知識や技術を身

に付けます。 

①医療的ケアの方法について興味や関心を持って授業に取り組み、医療的ケアの演習やグルー

プワークなど、積極的に参加しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

③介護福祉士の合格をめざして主体的に家庭学習を行い、単に知識を身に付けるだけではな

く、実践的で体験的な学習活動で得た知識や技術を活用して、介護現場の状況に応じた判断

力や実践力を身に付けましょう。 

２ 学習の到達目標 

 自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解させ、基礎的な介護の知識と技術を習

得させるとともに、様々な介護場面において適切かつ安全に支援できる能力と態度を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

医療的ケアを必要と

する人やその医療的

ケアの方法について

関心を持ち、医療を

必要としている人の

気持ちに寄り添った

援助ができるよう、

主体的に取り組むと

ともに実践的な態度

を身に付けている｡ 

高齢者や障がい者な

ど医療的ケアを必要

とする人の生活にお

ける諸問題の解決に

向けて思考を深め、

基礎的な知識と技術

をもとに、専門職と

して適切に判断し、

表現する創造的な能

力を身に付けてい

る。 

医療的ケアを実践す

る際に必要な尊厳の

保持の視点のもと基

礎的・基本的な技術

を身に付け、根拠に

もとづいて安全に提

供できる技術を適切

に活用している。 

医療的ケアを必要

とする人を生活の

観点からとらえた

基礎的・基本的な知

識を身に付け、高齢

者や障がい者の尊

厳を保持した適切

かつ安全な医療的

ケアの基本を理解

している｡ 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・定期考査 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・実技テスト 

・実技演習 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシート 

・発表 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第Ⅱ

部 

高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
児
・者
の
喀
痰
吸
引 

第Ⅱ部 高齢者および障がい

児・者の喀痰吸引 

第３章 介護職員等による喀

痰吸引のケア実施の手引き 

①口腔内（通常手順） 

②鼻腔内（通常手順） 

③気管カニューレ内部（通常

手順） 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇

〇

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

a:安全で正確な口腔内、鼻腔

内、気管カニューレ内部におけ

る喀痰吸引の実施手順につい

て探究しようとしている。 

b: 口腔内、鼻腔内、気管カニ

ューレ内部における喀痰吸引

の手順の違いについて思考を

深め、適切に表現している。 

c:口腔内、鼻腔内、気管カニュ

ーレ内部における喀痰吸引の

実施手順について、安全で適切

に提供できる技術を身に付け

ている。 

d:口腔内、鼻腔内、気管カニュ

ーレ内部における喀痰吸引の

ケア実施の手順について理解

している。 

・ 学習状況

の観察 

・ワークシー

ト 

・実技演習 

・実技テスト 

・定期考査 

２
学
期 

 

第Ⅲ部 高齢者および障がい

児・者の経管栄養 

第１章 高齢者および障がい

児・者の経管栄養概論 

１ 消化器のしくみとはたらき 

２ 消化・吸収とよくある消化

器の症状 

３ 経管栄養とは 

４ 注入する内容に関する知

識 

５ 経管栄養実施上の留意点

について 

６ 子どもの経管栄養につい

て 

７ 経管栄養に関する感染と

予防 

８ 経管栄養を受ける利用者

や家族の気持ちと対応、説明

と同意 

９  経管栄養により生じる危

険、事後の安全確認 

１０ 急変・事故発生時の対応

と事前対策 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a:経管栄養を利用する当事者

や家族の気持ちやその気持ち

に寄り添った対応方法につい

て探究しようとしている。 

b:経管栄養のしくみと実施上

の留意点について思考を深め、

適切に表現している。 

c:経管栄養により生じる主な

危険の種類や危険防止に関す

る様々な資料や情報を収集し、

適切に活用している。 

d:消化器系のしくみや経管栄

養で使用される栄養剤の種類

について理解している。 

・ 学習状況

の観察 

・グループワ

ーク 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

・確認テスト 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

 

第２章 高齢者および障がい

児・者の経管栄養実施手順

解説 

１ 経管栄養で用いる器具・

器材とそのしくみ、清潔の保

持 

２ 経管栄養の技術と留意点 

３ 経管栄養に必要なケア 

４ 報告および記録 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

a:経管栄養実施にともなう利

用者の身体変化について、探究

しようとしている。 

b:経管栄養実施前の利用者の

準備（体位・姿勢・プライバシ

ーの確保）について思考を深

め、適切に表現している。 

c:経管栄養に関する報告と記

録について様々な資料や情報

を収集し、適切に活用してい

る。 

d:・経管栄養で用いる器具や器

材のしくみと清潔保持の方法

について理解している。 

・経管栄養の実施手順と経管

栄養実施中の留意点を理解し

ている。 

・ 学習状況

の観察 

・グループワ

ーク 

・ワークシー

ト 

・定期考査 

３
学
期 

 

第３章 介護職員等による経

管栄養のケア実施の手引き 

① 胃ろうまたは腸ろうによる

経管栄養 

②半固形化栄養剤による胃ろ

う（腸ろう）の経管栄養 

③ 経鼻経管栄養 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:安全で正確な胃ろう（腸ろ

う）、経鼻における経管栄養の

実施手順について探究しよう

としている。 

b: 胃ろう（腸ろう）、経鼻に

おける経管栄養の手順の違い

について思考を深め、適切に表

現している。 

c:胃ろう（腸ろう）、経鼻にお

ける経管栄養の実施手順につ

いて、安全で適切に提供できる

技術を身に付けている。 

d:胃ろう（腸ろう）、経鼻にお

ける経管栄養のケア実施の手

順について理解している。 

・ 学習状況

の観察 

・ワークシー

ト 

・実技演習 

・実技テスト 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

教科 福祉 科目 介護過程 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「介護過程」（実教出版） 

副教材等 
「見て覚える介護福祉士国試ナビ」（中央法規） 

「介護福祉士重要過去問 完全マスター問題集」（ナツメ社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

サービス利用者一人ひとりの自立した心豊かな生活が送れるよう支援するための介護過程に

ついて学び、施設実習を通じて実践力を高めていきます。３年生では、具体的な介護場面を想定

した事例を使ってケアプランを作成することで、介護福祉士として必要な専門的な介護技術、知

識を身に付けます。 

①サービス利用者主体の介護過程の展開に興味や関心を持って授業に取り組み、グループワー

クや発表など、積極的に参加しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

 ③介護福祉士の合格をめざして主体的に家庭学習を行い、単に知識を身に付けるだけではな

く、実践的で体験的な学習活動で得た知識や技術を活用して、介護現場の状況に応じた判断

力と実践力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

人間としての尊厳の保持と自立生活支援の観点から介護過程の意義と役割を理解し、介護過程

が展開できる能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

サービス利用者主体

の介護過程の展開に

ついて関心をもち、

介護を必要としてい

る人の気持ちに寄り

添った援助ができる

よう、主体的に取り

組むとともに実践的

な態度を身に付けて

いる｡ 

高齢者や障がい者な

どに多く見られる疾

病や機能低下が及ぼ

す日常生活での諸課

題の解決をめざして

思考を深め、基礎的

な知識と技術をもと

に、適切に判断し、表

現する創造的な能力

を身に付けている。 

サービス利用者に応

じたよりよい介護の

提供のために必要な

介護過程の基礎的・

基本的な技術を身に

付け、根拠にもとづ

いてその技術を適切

に活用している。 

サービス利用者に

応じた介護過程の

展開に関する基礎

的・基本的な知識を

身に付け、高齢者や

障がい者の尊厳の

保持や自立生活支

援の基本に立った

介護過程の意義と

役割を理解してい

る｡ 

価
方
法 

・学習状況の観察 

・介護計画の作成 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・定期考査 

・介護計画の作成 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・介護計画の作成 

・ワークシート 

 

・定期考査 

・小テスト 

・介護計画の作成 

・ワークシート 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
３
編 

介
護
過
程
の
実
践
的
展
開 

第３編 介護過程の実践的展

開 

第 1章 介護過程の展開の実

際 

１ アセスメントの実際 

２ 評価の実際 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

a:７月の施設実習で利用者の

ニーズをふまえた介護過程を

実践するために、主体的に事例

問題に取り組んでいる。 

b:７月の施設実習に向けて、事

例を通じて、ＩＣＦに基づいた

アセスメントを提案すること

ができる。 

c:実践力を高めるために、様々

な事例問題を読み取り、利用者

一人ひとりに応じた課題の明

確化ができる。 

d: 介護福祉士として、求めら

れる介護過程の展開方法につ

いて専門的な知識や技術につ

いて理解している。 

・学習状況

の観察 

・定期考査 

・小テスト 

・介護計画

の作成 

・ワークシ

ート 

・発表 

 

２
学
期 

第
４
編 

介
護
過
程
と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ 

第４編 介護過程とチームア

プローチ 

第１章 介護過程とチームア

プローチの意義 

１ チームアプローチが持つ

意義 

２ 多職種連携 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:介護過程における多職種連

携について興味や関心をもち、

利用者一人ひとりに応じたよ

りよい介護過程に向けて探究

しようとしている。 

b:他の専門職と連携を行うた

めに、介護福祉士の専門的な立

場から、根拠に基づいた介護を

提案することができる。 

c:介護過程の多職種連携につ

いて、様々な資料や情報を収集

し、適切に活用している。 

d:介護過程とチームアプロー

チの意義や重要性について理

解している。 

・学習状況

の観察 

・定期考査 

・小テスト 

・介護計画

の作成 

・ワークシ

ート 

・発表 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

第２章 介護過程とチームア

プローチの実際 

１ 施設介護におけるチーム

アプローチ 

２ 在宅介護におけるチーム

アプローチ 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

a:施設と在宅における介護過

程について関心をもち、利用者

一人ひとりに応じたよりよい

介護過程に向けて探究しよう

としている。 

b:事例問題を通じて、介護福祉

士の専門的な立場から、根拠に

基づいた施設介護や在宅介護

を提案することができる。 

c:事例問題から施設介護と在

宅介護の介護過程におけるチ

ームアプローチの違いについ

て読み取り、適切に活用するこ

とができる。 

d:施設介護と在宅介護におけ

るチームアプローチの意義や

重要性について理解している。 

 

３
学
期 

国
家
試
験
問
題 

介
護
過
程 

国家試験問題：介護過程 

１ 介護過程の意義 

２ 介護過程の展開 

３ 介護過程の実践的展開 

４ 介護過程とチームアプロ

ーチ 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

a:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである介護過程

について、興味や関心を持って

取り組んでいる。 

b:国家試験の事例問題につい

て、３年間学習してきた知識や

技能を使って思考を深め、適切

に表現している。 

c: 国家試験問題について過去

問題を収集・分析し、適切に活

用している。 

d:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである介護過程

について、専門的な知識を理解

している。 

・学習状況

の観察 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシー

ト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

教科 福祉 科目 介護総合演習 単位数 １単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 
「実習日誌」 「見て覚える介護福祉士国試ナビ」（中央法規） 

「介護福祉士重要過去問 完全マスター問題集」（ナツメ社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

介護を必要とする人の自立した生活を支援するための安心・安全な介護技術を学び、施設実習

やボランティア活動を通じて実践力を高めていきます。３年生では、利用者一人ひとりの状態や

生活状況に応じた具体的な介護場面を想定した介護技術を学ぶことで、介護福祉士として必要な

実践的な介護技術と知識を身に付けます。 

①特別養護老人ホームなどの社会福祉施設での実習に向けて、興味や関心を持って授業に取り

組 

み、グループワークや発表など、積極的に参加しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

③介護福祉士の合格をめざして主体的に家庭学習を行い、単に知識を身に付けるだけではな

く、実践的・体験的な学習活動で得た知識や技術を活用して、介護現場の状況に応じた判断

力や実践力を身に付けましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

介護演習や事例研究などの学習を通して、専門的な知識と技術の深化、統合を図るとともに、

課題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

多様な介護現場での

実習に向けて介護の

仕事について関心を

持ち、介護福祉士を

めざして、主体的に

取り組むとともに実

践的な態度を身に付

けている。 

多様な介護現場での

実習に向けて、基礎

的な知識と技術を統

合し、介護福祉士と

して適切に判断し、

表現する創造的な能

力を身に付けてい

る。 

多様な介護現場での

実習に向けて、介護

を実践する際に必要

な尊厳の保持や自立

支援の観点に立った

基本的な知識と技術

を統合し、根拠にも

とづいて安全に支援

できる技術を適切に

活用している。 

多様な介護現場で

の実習に向けて、基

礎的・基本的な知識

や技術を統合し、高

齢者や障がい者の

尊厳保持や自立支

援による適切かつ

安全な介護の基本

を理解している｡ 

評
価
方
法 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

 

・学習状況の観察 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・グループワーク 

・ワークシート 

・発表 

・定期考査 

・小テスト 

・ワークシート 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a B c d 

１
学
期 

Ⅰ
 

春
期
施
設
実
習
に
向
け
て 

Ⅰ 春期施設実習に向けて 

１ 介護福祉士国家試験問題

を活用した事例検討 

 

〇 

   

〇 

a: 介護現場を想定した事例問

題を通じて、興味や関心を持っ

て取り組んでいる。 

b: 利用者の心身状況に応じた

支援方法について考察し、表現

することができる。 

c:国家試験問題について過去

問題を収集・分析し、適切に活

用している。 

d:介護現場を想定した事例問

題を通じて、利用者の心身状況

に応じた介護技術や知識を身

に付けている。 

・ 学習状況

の観察 

・グループワ

ーク 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

・発表 

 

２ 特別養護老人ホーム・介

護老人保健施設での実習（6

月）とは 

３ 実習ガイダンスに向けて 

４ 実習の諸注意・実習目標 

〇 〇  

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

〇 

a:６月の実習に向けて、主体的

に実習目標を立てることがで

きる。 

b:６月の実習に向けて、自らが

学習したい内容と関連付けて

実習目標を考察し、表現するこ

とができる。 

c:特別養護老人ホーム等の概

要について様々な資料や情報

を収集し、適切に活用してい

る。 

d:特別養護老人ホーム等の意

義と役割を理解している。 

Ⅱ
 

夏
期
施
設
実
習
に
向
け
て 

Ⅱ 夏期施設実習に向けて 

１ 春期施設実習 ピアスー

パービジョンを活用した振り返

り 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

 a: グループ活動を通じて主体

的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

b:ピアスーパービジョンを通

じて実習の経験を考察すると

ともに言語化し、表現すること

ができる。 

c:実習日誌を通じて、情報を収

集し適切に活用している。 

d:介護現場での介護技術を理

解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

２ 特別養護老人ホーム・介

護老人保健施設での実習（7

月）とは 

３ ようこそ先輩～卒業生から

最終実習に向けての心構え

を聞く～ 

４ 実習ガイダンスに向けて 

５ 実習の諸注意・実習目標 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

a:介護福祉士の先輩のアドバ

イスを踏まえて、主体的に実習

目標を立てることができる。 

b:７月の実習に向けて、自らが

学習したい内容と関連付けて

実習目標を考察し、表現するこ

とができる。 

c:特別養護老人ホーム等の概

要について様々な資料や情報

を収集し、適切に活用してい

る。 

d:介護福祉士として必要とさ

れる専門的な知識や技術を理

解している。 

２
学
期 

Ⅲ
 

３
年
間
の
施
設
実
習
を
振
り
返
る 

Ⅲ  ３年間の施設実習を振り

返る（まとめ） 

１ 夏期施設実習 ピアスーパ

ービジョンを活用した振り返り  

２ 夏期施設実習発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

a:グループ活動を通じて主体

的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

b:ピアスーパービジョンや発

表会を通じて、実習の経験を考

察するとともに言語化し、表現

することができる。 

c:よりよい介護に向けて実習

日誌など、様々な資料や情報を

収集し、適切に活用している。 

d:介護現場での利用者一人ひ

とりに応じた介護技術や知識

を理解している。 

・ 学習状況

の観察 

・グループワ

ーク 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

・発表 

 

３ 実習での経験を活かした

事例検討 

４ 介護技術発表会 

５ ３年間の施設実習につい

て振り返り 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

a:グループ活動を通じて主体

的かつ協働的に取り組む態度

を身に付けている。 

b:事例を通じて、利用者のでき

る部分に注目した介護技術に

ついて思考を深め、適切に表現

することができる。 

c:よりよい介護に向けて実習

日誌など、様々な資料や情報を

収集し、適切に活用している。 

d:利用者のできる部分に注目

し、潜在能力を引き出す介護技

術や知識を理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

Ⅳ
 

資
格
取
得
に
向
け
て
（１
） 

Ⅳ 資格取得に向けて（１） 

１ 介護福祉士国家試験問題

（総合問題） 

２ 国家試験合格に向けて、

自らの学習方法を考える。 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

a:介護福祉士国家試験の模擬

試験（２回目）の結果をふまえ

て、合格に向けて自らの学習方

法を考え、主体的に取り組んで

いる。 

b:国家試験の総合問題につい

て、３年間学習してきた知識や

技能を使って思考を深め、適切

に表現している。 

c:国家試験問題について過去

問題を収集・分析し、適切に活

用している。 

d:介護福祉士の国家試験の出

題範囲の一つである総合問題

について、専門的な知識を理解

している。 

 

３
学
期 

Ⅴ
 

資
格
取
得
に
向
け
て
（２
） 

Ⅴ 資格取得に向けて（２） 

１ 介護福祉士国家試験問題

（総合問題） 

２ 国家試験受験後の振り返

り 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

a: 介護福祉士国家試験の模擬

試験（３回目）の結果をふまえ

て、合格に向けて自らの学習方

法を考え、主体的に取り組んで

いる。 

b:国家試験の事例問題につい

て、３年間学習してきた知識や

技能を使って思考を深め、適切

に表現している。 

c:国家試験受験後の振り返り

を通じて、生涯学習の視点から

自らの進路先での学習方法に

ついて活用することができる。 

d:施設実習での経験をふまえ

て、介護福祉士として必要とさ

れる専門的な知識や技術が身

に付いている。 

・ 学習状況

の観察 

・ワークシー

ト 

・小テスト 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

教科 福祉 科目 介護実習 単位数 ５単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 「介護実習日誌」（自主教材） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

校内の各福祉科目を通じて学んだ介護知識・介護技術を基礎として、実際の介護現場で介護職

員の指導のもと利用者にとってよりよい介護方法について学んでいきます。 

①特別養護老人ホームなどの社会福祉施設での実習に対して、主体的に参加し、職員の方から

利 

用者の方一人ひとりに応じた介護技術を積極的に学び、実践しましょう。 

②国家資格である介護福祉士の受験資格を取得するために必要な科目です。 

 ③介護福祉士の合格をめざして主体的に家庭学習を行い、単に知識を身に付けるだけではな

く、実践的で体験的な学習活動で得た知識や技術を活用して、介護現場の状況に応じた判断

力や実践力を身に付けましょう。 

④６月に５日間、７月に１５日間の集中授業となります。 

⑤新型コロナウイルス感染症予防対策により、高齢者施設での実習を校内での実習に代替して

実施する場合があります。 

 

２ 学習の到達目標 

介護に関する体験的な学習を多様な介護の場において行い、知識と技術を統合させ、介護従事

者としての役割を理解させるとともに、適切かつ安全な介護ができる実践的な能力と態度を育て

る。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

多様な介護現場や介

護福祉士について関

心を持ち、介護を必

要としている人の気

持ちに寄り添った援

助ができるよう、主

体的に取り組むとと

もに実践的な態度を

身に付けている｡ 

サービス利用者一人

ひとりの生活におけ

る諸問題の解決に向

けて思考を深め、基

礎的な知識と技術を

もとに、介護福祉士

として適切に判断

し、表現する創造的

な能力を身に付けて

いる。 

介護を実践する際に

必要な尊厳の保持や

自立支援の観点に立

った基礎的・基本的

な技術を統合し、介

護職員の指導のもと

根拠にもとづいて安

全に支援できる技術

を適切に活用してい

る。 

サービス利用者一

人ひとりの生活や

個性を尊重した基

礎的・基本的な知識

を統合し、高齢者や

障がい者の尊厳保

持や自立支援によ

る適切かつ安全な

介護の基本を理解

している｡ 

価
方
法 

・施設実習への参加 

・実習中の態度 

・実習日誌 

・振り返りシート 

・施設実習でのカン

ファレンス 

 

・介護技術の実践 

・実習日誌 

・振り返りシート 

・施設実習でのカン

ファレンス 

・介護技術の実践 

・実習日誌 

・振り返りシート 

・介護技術の実践 

・実習日誌 

・振り返りシート 

・施設実習でのカン

ファレンス 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

Ⅰ
 

施
設
実
習
（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・・介
護
老
人
保
健
施
設 

６
月 

５
日
間
）  

Ⅰ 施設実習（特別養護老人

ホーム、介護老人保健施設、

６月５日間） 

１ 介護従事者としての身だし

なみ・言葉遣いなどのマナー

について 

 

 

〇  〇  a:職員の方や利用者の方に対

して、挨拶や敬語を用いたコミ

ュニケーションを主体的に図

ろうとしている。 

c:介護従事者としてのふさわ

しい身だしなみ、言葉遣いなど

のマナーを身に付けている。 

d:敬語を用いたコミュニケー

ションについて理解している。 

・ 施設実習

への参加 

・ 実習中の

態度 

・ 介護技術

の実践 

・実習日誌 

・振り返りシ

ート 

 ２ 施設の概要や生活支援目

標・理念について 

 

 〇  〇 b:実習施設の概要や生活支援

目標・理念について理解を深

め、工夫している点や重要視し

ている点を考察している。 

d:実習施設の概要や生活支援

目標・理念について理解してい

る。 

３ 施設の日課について 

 

〇  〇  a:施設の日課について、興味や

関心を持ち、５分前行動を心が

けている。 

c:施設の日課をふまえて、次の

行動を考えて実践できる。 

d:施設の日課について理解し

ている。 

４ 介護福祉士の役割につい

て 

 

〇 〇   a: 介護福祉士の仕事について

興味や関心を持って主体的に

質問し、介護福祉士の役割につ

いて探究しようとしている。 

b:介護現場での見学を通じて、

介護福祉士の役割について考

察し、表現することができる。 

d:介護福祉士の役割について

理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

５ 利用者とのコミュニケーシ

ョンについて 

 

 〇 〇  a: 利用者とのコミュニケーシ

ョンを主体的に図り、利用者一

人ひとりに応じたよりよいコ

ミュニケーション方法につい

て探究しようとしている。 

b:利用者の気持ちを考察し、工

夫してコミュニケーションを

図ろうとしている。 

c:介護職員の方々が実践する

基礎的なコミュニケーション

技法を見学し、適切に活用して

いる。 

d:高齢者の趣味や関心に応じ

た話題を理解している。 

６ 利用者の人権やプライバ

シーを尊重した介護について 

 〇 〇  a: 利用者と主体的に関わり、

人権やプライバシーを尊重し

た介護について探究しようと

している。 

b:利用者の人権やプライバシ

ーを尊重した介護について考

察することができる。 

c:介護職員の方々が実践する

利用者の人権やプライバシー

を尊重した技能を見学し、適切

に活用している。 

d:利用者の人権やプライバシ

ーとは具体的にどのようなも

のかを理解している。 

７ 介護技術の見学・実践に

ついて 

 

 

  〇 〇 a:介護職員の介護技術につい

て主体的に見学や実践を行い、

わからない点は質問し、探究し

ようとしている。 

b:介護職員が実践している介

護技術について、「なぜ」とい

う視点を持って考察すること

ができる。 

c:介護職員の方々が実践する

利用者にとって安全・安楽な介

護技術を見学し、適切に活用し

ている。 

d:特別養護老人ホーム等での

基本的な介護（入浴・食事・移

動介助）の目的について理解で

きている。 



 

※令和３年度以前入学生用 

８ 利用者の情報収集の図り

方 

〇 〇   a:担当利用者に興味や関心を

持って情報収集を行い、よりよ

い介護に向けて探究しようと

している。 

b:担当利用者の気持ちを考察

し、工夫して情報収集を図ろう

としている。 

c:実習の様々な場面で利用者

に関する情報を収集し、適切に

選択し、活用している。 

d:コミュニケーションや観察、

ケア記録など情報収集の方法

を理解している。 

９ 記録の仕方～実習日誌～  〇 〇  a: 一日の活動を振り返って、

最後の行まで記録し、自らの学

習内容について探究しようと

している。 

b:介護職員が実践している介

護技術について、「なぜ」とい

う視点を持って考察すること

ができる。 

c:実習の様々な場面で利用者

に関する情報を収集し、適切に

選択し、活用している。 

d:誤字・脱字がなく、実習中の

経験や学びが記入できている。 

１０ 最終カンファレンス 

 

 〇  〇 a:カンファレンスに参加され

た介護職員のアドバイスを活

かして、２年生の実習に向けて

よりよい介護について探究し

ようとしている。 

b:特別養護老人ホーム等の 5

日間の実習を通じて、介護技術

について「なぜ」という視点を

持って考察し、表現することが

できる。 

c:特別養護老人ホーム等の５

日間の実習を通じて、目標とし

ていた介護技術を身に付けて

いる。 

d:特別養護老人ホーム等での

基本的な介護（入浴・食事・移

動介助）の目的や意義について

理解できている。 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

Ⅱ
 

施
設
実
習
（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・介
護
老
人
保
健
施
設 

７
月 

１
５
日
間
）  

Ⅱ 施設実習（特別養護老人

ホーム・介護老人保健施設、

７月１５日間） 

１ 介護従事者としての身だし

なみ・言葉遣いなどのマナー

について 

 

 

〇  〇  a:職員の方や利用者の方に対

して、挨拶や敬語を用いたコミ

ュニケーションを主体的に図

ろうとしている。 

c:介護従事者としてのふさわ

しい身だしなみ、言葉遣いなど

のマナーを身に付けている。 

d:敬語を用いたコミュニケー

ションについて理解している。 

・ 施設実習

への参加 

・ 実習中の

態度 

・ 介護技術

の実践 

・実習日誌 

・振り返りシ

ート 

２ 介護福祉士の役割につい

て 

 

〇 〇   a: 介護福祉士の仕事について

興味・関心を持って主体的に質

問し、介護福祉士の役割につい

て探究しようとしている。 

b:介護現場での見学を通じて、

介護福祉士の役割について考

察し、表現することができる。 

d:介護福祉士の役割について

理解している。 

３ 多職種連携について 〇   〇 a:介護現場で働いている専門

職について興味・関心を持ち、

特別養護老人ホーム等におけ

るチームケアについて探究し

ようとしている。 

b:利用者の方を２４時間３６

５日支えるためのチームケア

について考察し、表現すること

ができる。 

d:介護現場における多職種連

携の重要性について理解して

いる。 

４ 利用者とのコミュニケーシ

ョンについて 

 

 〇 〇  a: 利用者とのコミュニケーシ

ョンを主体的に図り、利用者一

人ひとりに応じたよりよいコ

ミュニケーション方法につい

て探究しようとしている。 

b:利用者の気持ちを考察し、工

夫してコミュニケーションを

図ろうとしている。 

c:介護職員の方々が実践する

基礎的なコミュニケーション

技法を見学し、適切に活用して

いる。 

d:高齢者の趣味や関心に応じ

た話題を理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

５ 利用者の人権やプライバ

シーを尊重した介護について 

 〇 〇  a: 利用者と主体的に関わり、

人権やプライバシーを尊重し

た介護について探究しようと

している。 

b:利用者の人権やプライバシ

ーを尊重した介護について考

察することができる。 

c:介護職員の方々が実践する

利用者の人権やプライバシー

を尊重した技能を見学し、適切

に活用している。 

d:利用者の人権やプライバシ

ーとは具体的にどのようなも

のかを理解している。 

６ 介護技術の見学・実践に

ついて 

 

 

  〇 〇 a:介護職員の介護技術につい

て主体的に見学や実践を行い、

わからない点は質問し、探究し

ようとしている。 

b:介護職員が実践している介

護技術について、「なぜ」とい

う視点を持って考察すること

ができる。 

c:介護職員の方々が実践する

利用者にとって安全・安楽な介

護技術を見学し、適切に活用し

ている。 

d:特別養護老人ホーム等での

基本的な介護（入浴・食事・移

動介助など）について、その介

護の根拠を理解できている。 

７ 利用者の情報収集の図り

方 

〇 〇   a:担当利用者に興味や関心を

持って情報収集を行い、よりよ

い介護に向けて探究しようと

している。 

b:担当利用者の気持ちを考察

し、工夫して情報収集を図ろう

としている。 

c:実習の様々な場面で利用者

に関する情報を収集し、適切に

選択し、活用している。 

d:コミュニケーションや観察、

ケア記録など情報収集の方法

を理解している。 



 

※令和３年度以前入学生用 

８ 担当利用者についてのケ

アプラン作成 

〇 〇   a:担当利用者の興味や関心を

持ち、よりよいケアプラン作成

に向けて探究しようとしてい

る。 

b:担当利用者のニーズを考察

し、工夫してケアプラン作成を

図ろうとしている。 

c:実習の様々な場面で利用者

に関する情報を収集し、よりよ

いケアプラン作成に向けて適

切に選択し、活用している。 

d:利用者のニーズをふまえた

ケアプランの作成過程と内容

を理解している。 

９ 記録の仕方～実習日誌～  〇 〇  a: 一日の活動を振り返って、

最後の行まで記録し、自らの学

習内容について探究しようと

している。 

b:介護職員が実践している介

護技術について、「なぜ」とい

う視点を持って考察すること

ができる。 

c:実習の様々な場面で利用者

に関する情報を収集し、適切に

選択し、活用している。 

d:誤字・脱字がなく、実習中の

経験や学びが記入できている。 

１０ 最終カンファレンス 

 

 〇  〇 a:カンファレンスに参加され

た介護職員のアドバイスを活

かして、求められる介護福祉士

像を探究することができる。 

b:特別養護老人ホーム等の１

５日間の実習を通じて、介護技

術について「なぜ」という視点

を持って考察し、表現すること

ができる。 

c:特別養護老人ホーム等の１

５日間実習を通じて、目標とし

ていた介護技術を身に付け、そ

の介護の根拠を説明できる。 

d:特別養護老人ホーム等での

基本的な介護（入浴・食事・移

動介助）の目的や意義について

理解できている。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 

 


